
当日の
運航状況駿河湾フェリー

御
朱
印
は「
駿
河
湾
フ
ェ
リ
ー
」に
乗
船
し
、

久
能
山
東
照
宮
を
参
拝
さ
れ
た
方
の
み
が 

授
与
い
た
だ
け
ま
す
。

乗
船
証
明
日
付
印
を
、券
売
窓
口
に
て 

必
ず
乗
船
手
続
き
時
に 

も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

御参拝には、日本平ロープウェイが便利です。

団体のお客さまは
事前申し込みです!

○団体受付は必要事項をご記入し、乗船一週間前迄に「（一社）ふじさん駿河湾フェリー」までFAXにてお申し込みください。
　（FAX/054-340-5224）※確認後にFAXにてご連絡します。
○お申し込み後の人数変更微調整は後日行います。　○御朱印料は、神社受付にてまとめてお納めください。

久能山東照宮
御朱印引換書

久
能
山
東
照
宮
の
由
来

久
能
山
東
照
宮
は
久
能
山（
標
高
２
７
０ｍ
）

の
山
頂
に
あ
る
。西
暦
６
０
０
年
頃
、観
音

菩
薩
を
安
置
し
た
久
能
寺
が
建
て
ら
れ
た

と
さ
れ
る
。戦
国
時
代
１
５
６
８
年
久
能
山

を
戦
い
の
有
利
な
場
所
と
み
た
武
田
信
玄

は
久
能
寺
を
移
築
し（
現
在
の
鉄
舟
寺
）城

郭
を
築
い
て
久
能
城
と
し
た
。１
５
８
２
年

武
田
氏
が
滅
び
、久
能
城
は
徳
川
氏
の
所
有

に
な
り
徳
川
家
康
公
が
駿
府
城
に
隠
居
の

時
に
久
能
城
は
駿
府
城
の
本
丸
と
言
わ
れ

た
。家
康
公
の
死
後
２
代
将
軍
秀
忠
公
が
こ

こ
に
久
能
山
東
照
宮
を
建
立
し
た
。

駿
河
湾
フ
ェ
リ
ー
乗
船
者
限
定

　
駿
河
湾
フ
ェ
リ
ー
に
乗
船
し
証
明
書
を
出
す
と

　
　
　
　
　
　
　
久
能
山
東
照
宮
に
て

　
　
　
　
限
定
御
朱
印
が
い
た
だ
け
ま
す
。（
3
０
０
円
）

徳
川
家
康
公
は
天
文
１１
年（
１
５
４
２
年
）

岡
崎
に
生
ま
れ
、艱
難
辛
苦
の
末
戦
国
時

代
を
治
め
江
戸
時
代
２
６
０
年
の
平
和
の

基
礎
を
確
立
。晩
年
駿
府
城
に
隠
居
し
元

和
２
年（
１
６
１
６
年
）
７５
歳
で
こ
の
世
を

去
り
御
遺
命
に
よ
り
こ
こ
に
葬
ら
れ
た
。

そ
の
後
東
照
宮
神
君
と
し
て
平
和
、開

運
、厄
除
け
の
神
と
し
て
崇
め
ら
れ
、全

国
東
照
宮
の
創
祀
・
根
本
大
社
と
し
て
幅

広
い
崇
敬
を
受
け
て
い
る
。

贈
正
一
位　

徳
川
家
康
公

【
御
祭
神
】

054-340-5223（営業部） 受付時間9：00～17：00 
駿河湾フェリー 検索https://www.223-ferry.or.jp

静岡市清水区日の出町10-80 マリンターミナル3F 9時～17時（土･日&年末年始を除く）

☎お問い合わせ

乗船者
限定

国
宝

乗船者記念御朱印
今回久能山東照宮では地域発展の為に、駿河湾フェリー御乗者
の皆様に限り特別に領布するものです。通常の御朱印には徳川
家の家紋である「葵の御紋」が表示されませんが、今回は特別に
「葵の御紋」が入った国宝 久能山東照宮の貴重な御朱印です。
駿河湾フェリーをご利用いただき、この機会に徳川家康公の平
和な時代を呼ぶ、開運御朱印を手に入れて下さい。

開
運

乗
船
時
に必

ずスタ
ンプをもらってくださ

い
。乗船証明

日付印

日付印の無いものは無効です。
御朱印発行は、

乗船日より1ヶ月有効

令和　　 年　　　 月　　　 日
FAX：054-340-5224


